
総 合 的 な 学 習 の 時 間 学 習 指 導 案 

    呉市立両城小学校   

 日   時   令和元年６月３０日（木）   14時 00分 ～ 14時 45分 

 学年・学級   第６学年１組 男子 10名 女子 9名 計 19名 

 単 元 名   「両城のまち PR 大作戦！」 

１ 単元について 

本単元の目標 

 〇 両城でまちづくり事業をされている人との出会いにより，地域に対する思いや願い，夢を知

ることを通して，探究的な学びに必要な知識や技能を身に付け，課題解決に向けて根拠を示し

て考えたり表現したりすることができるようにするとともに，まちづくりに対して主体的，協

働的に関わろうとする態度を養う。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒観 
〇 本学級の児童は，呉市が行っている「子どもま

ちづくり事業」として「三条地区まちづくり推進

委員会」の方々と共に，昨年度「両城っ子イルミ

ネーション」のデザインを考え，作成している。

その活動を通して，両城・三条のまちづくりに関

わる人・もの・ことに気付くことができた。 

児童質問紙によるアンケートでは，「地域の行

事に参加しているか」の質問に対して肯定的評価

をした児童は 86.2％であった。それに対し，

「地域や社会をよくするために何をすべきかを考

えることがあるか」では 68.6％であった。行事

で楽しませてもらうが，自分が企画運営に回って

人に楽しんでもらったり，準備や片付けをしたり

するなど，行事を支える側の仕事には消極的な姿

勢がある。課題発見・解決学習に関しては，「課

題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組

んでいたと思うか」の質問では 95％であった。

しかし，「自分の考えを発表する機会では，自分

の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組

立てなどを工夫して発表しているか」は 57.9％

と県平均，全国平均より低くなっている。相手や

目的に応じて，自分の意思が伝わるようにまと

め，適切な方法で発信する力に課題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

指導観  

〇 本単元では，地域のため，地域の人のために活動に取り組む人たちと出会い，その人たちが何を考

え，どう行動されているかを知ることを通して，自分の考え方，生き方と対比させて考えさせたい。

地域の人・もの・ことから気付いたことをもとに課題を設定し，課題を解決する過程で情報の収集や

整理・分析，まとめ・表現など探究の過程を大切にする。また，探究の過程で課題の見直しを行い，

探究が深まっていくようにする。そのためには，児童の気付きをもとにした課題の設定，地域の方々

との継続的な関わりが欠かせない。課題について話し合う，役割を分担する，自分の責任を果たす，

話し合ったことを形に表す，学習したことを人に伝えるなどの方法を学ばせることを通して，地域の

人の生き方から自分の生き方を考え，主体的に関わる当事者意識をもたせたい。 

教材観 
〇 呉市において，平成 29 年度より「呉市子ど

もまちづくり事業」が実施されている。三条・

両城地区では，呉高専の学生たちと町の人々

が協力して，イルミネーションで両城の町並

みを表現し，呉に来られた観光客に両城の良

さを感じてもらい，両城を訪れるきっかけを

作ろうと 200 階段を飾った。このことを生か

して，次年度の平成 30 年度は，両城小学校の

児童とまちづくり推進委員会が協働して，７

月の豪雨災害の被災者にイルミネーションを

見てもらい，明るく元気になってもらおうと，

200 階段の「ちびっこ広場」に設置した。 

自分たちが住んでいる町をより良くしよう

と活動している人たちがいるということを知

り，自分たちも町の活性化のためにアイデア

を出して，それが実現されるという過程は，児

童の意欲的な活動が展開されることが期待で

きると考える。 

  中学校区の教育主題である「自ら進んで学

び合い，認め合う児童生徒の育成～『自ら考え

表現する授業づくり』と『自信を育む教育活動

の授業』を通して～」を本単元で主体的な探究

活動に取り組むことで具現化していきたい。 



２ 本単元で育てようとする資質・能力 

 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

育成を目指す 
資質・能力 

（１）知識・情報 
（２）思考力・判断力・

表現力 
（３）主体性・積極性 

〇地域の方と関わる中

で，まちの魅力や地域

の方の思いや願いに気

付くことができる。 

〇必要な情報を収集し，

比較・分類，関連付け，

総合等，探究的な学習

のよさを理解すること

ができる。 

〇複数の事柄や資料など

を比較・分類したり，関

連付けたりして整理・

分析することができ

る。 

〇根拠を明らかにしてま

とめ，適切に表現する

ことができる。 

 

〇探究的な学習に主体

的・協働的に取り組む

ことができる。 

〇互いのよさを生かし

ながら，自ら社会に参

画しようとする。 

 

評価規準 〇両城のまちのよさや課

題及びそれに関わる

人々の努力や願いに気

付いている。 

〇情報の比較・分類，関

連付け，総合等，探究

的な学習のよさを理解

している。 

〇両城のまちのよさや課

題について必要な情報

を収集し，整理・分析し

ている。 

〇考えたことや決めたこ

とを相手や目的に応じ

て，自分の意思が伝わ

るようにまとめ，適切

な方法で発信してい

る。 

 

〇両城のまちのよさや

課題について探究的

な学習に主体的・協働

的に取り組んでいる。 

〇主体的にまちづくり

の活動に関わってい

こうとする態度を身

に付けている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３ 単元イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

呉市が行っている「子どもまちづくり事業」とはどういうも

のなのだろうか。 

  課題設定（一次） 

 
課題設定（三次）  両城のイルミネーションのことをもっと知ってもらうために

は，どうすればよいのだろうか。 

一次（７時間） 

呉市が行っている子どもまちづくり事業について調べよう 

二次（１０時間） 

「両城っ子 イルミネーション」のその後をさぐろう！ 

両城のまちづくり事業は，どのぐらい知られているのか。 
 
課題設定（二次） 

三次（１３時間） 

両城のまち PR大作戦！ 

まとめ・表現 

「両城のイルミネーションのことを知

ってもらうためには，発信しないと

いけないな。」 

まとめ・表現 

「地域には，自分たちのまちをよりよ

くしようと活動している人々がい

るんだなあ。他の地域でもいろいろ

な事業が展開されているな。」 

まとめ・表現 

「両城のまちのことをたくさんの人に知

ってもらう方法を考えることができ

た。」 

「これからは，まちづくりについて積極

的にかかわっていきたい。」 



４ 指導計画（全３０時間） 

次 月 主な学習活動 時

数 

探究の過程 評価規準 

（評価方法） 

教科等の関連 

一 

次 

５ 〇 昨年度，「三条地区まちづ

くり推進委員会」の人たちと

一緒にイルミネーションの

デザインを考え，200 階段に

飾り付けた活動を振り返る。 

 

〇 なぜそのような活動が始

まったのかについて知り，呉

市が実施している「子どもま

ちづくり事業」に目を向け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 まちづくり推進委員会の

人たちに聞いたり，呉市のホ

ームページを調べたりして，

事業内容について知る。 

 

〇 他の地域の活動内容を見

て気付いたことを話し合う。 

 どの地域も自分たちのまち

をよりよくしようと活動し

ていることに気付く。 

 

〇 両城地区にイルミネーシ

ョンを設置したのは，「観光

客に両城・三条のことを知っ

てもらい，訪れてもらいた

い。７月の豪雨災害の被災者

にイルミネーションを見て

もらい，明るく楽しくなって

もらいたい。」からだという

理由について考える。 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

１ 

課題の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の収集 

 

 

 

 

整理・分析 

 

 

 

 

 

整理・分析 

 両城のまちづくり

に関わる人々に関心

をもっている。 

(３)(発言・ワークシ

ート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まちづくり事業に

ついて必要な情報を

収 集 し て い る 。

(２)(行動観察・ワー

クシート) 

集めた情報から共

通した思いに気付

き，関連付ける技能

を身に付けている。 

(１)(発言・ワークシ

ート) 

 両城地区にイルミ

ネーションを設置し

た理由について，根

拠を明らかにして表

現している。 

(２)(発言・ワークシ

ート) 

 

 

 

  

国語科「町

の未来をえ

がこう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題設定  

呉市が行っている「子ど

もまちづくり事業」とはど

ういうものなのだろうか。 

 



二

次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 イルミネーションの設置

理由から，次の課題をつく

る。 

〇 イルミネーションが本当

に町の人や観光客に知られ

ているのか，両城を訪れるき

っかけになっているのかに

ついて調べる方法を考える。 

 

〇 校内の児童，地域の人，お

家の人にアンケートやイン

タビューで調べる。 

 

 

〇 調べたことを交流し，結果

から課題を見つけ，インタビ

ューの対象を広げて考える。 

 

〇 呉駅などで街頭インタビ

ューして調べる。 

 

 

 

〇 調べたことを交流し，結果

から課題を見つけるととも

に，イルミネーションについ

てもっとたくさんの人に知

ってもらう必要があること

に気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集 

 

 

 

 

整理・分析 

 

 

 

情報収集 

 

 

 

 

整理・分析 

まとめ・表

現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析したことか

ら，次の課題を見つ

けている。（１）（発

言・ワークシート） 

 

 

 

 

 

 情報収集の仕方に

ついて考えている。

（２）（発言・ワーク

シート） 

 

 

 必要な情報を集め

る技能を身に付けて

いる。（１）（行動観

察・ワークシート） 

  

必要な情報を集め

る技能を身に付けて

いる。（１）（行動観

察・ワークシート） 

必要な情報を集め

る技能を身に付けて

いる。（１）（行動観

察・ワークシート） 

 

集めた情報が伝わ

るようにまとめた

り，発表したりして

いる。（２）(発言・

ワークシート) 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

特別な教科

道徳「桜守

の話」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題設定 

 両城のまちづくり事業

は，どのぐらい知られてい

るのか。 



三

次 

 

 

 

７ 〇 気付いたことをもとに，次

の課題をつくる。 

 

 

 

 

 

 

〇 もっとたくさんの人にイ

ルミネーションのことを知

ってもらうためには，どうす

ればよいか話し合う。 

〇 観光客に両城のことを知

ってもらうためには，自分た

ちがまちのことを知る必要

があることに気付く。 

 

〇 両城のまちのことを知る

にはどうすればよいか話し

合う。 

 

〇 まちづくり推進委員会の

人や地域の人，家族などにま

ちのすてきな所やもっとよ

りよくしたいこと，願いや夢

などを聞いたり，資料でまち

の歴史を調べたりする。 

 

〇 集めた情報をもとに，自分

の考えをまとめる。（本時） 

 

 

 

 

 

〇 さらに知りたいことを調

べる。 

〇 まちの歴史やまちの PR を

する方法について考え，PRの

仕方には，どんなものがある

のか調べる。 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

１ 

 

 

 

 

 

課題設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集 

 

 

 

情報収集 

 

 

 

 

 

 

まとめ・表

現 

 

 

 

 

 

情報収集 

 

情報収集 

 

 

 

 

 

両城のまちのよさ

や課題に対する探究

的な学習に主体的に

取り組んでいる。

（３）（行動観察・ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報収集の仕方を

身に付けている。

（１）（行動観察・ワ

ークシート） 

両城のまちのよさ

や課題について必要

な情報を収集し，整

理・分析している。 

（２）（行動観察・ワ

ークシート） 

 

考えたことを相手

や目的に応じてまと

め適切な方法で発信

している。（２）（行

動観察・ワークシー

ト） 

 

 主体的にまちづく

りの活動に関わって

いこうとする態度を

身に付けている。

（３）（発言・ワーク

シート） 

 

 

社会科「明

治の国づく

りをすすめ

た人々」 

 

 

国語科「将

来の夢や生

き方につい

て 考 え よ

う」 

 

課題設定  

両城のイルミネーションの

ことをもっと知ってもらうた

めにはどうすればよいのだろ

うか。 



〇 グループで分担して発信

の準備をする。 

 

 

 

 

 

〇 今後の生活に生かせるこ

とや自分にできることを考

えて振り返りをする。 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

１ 

整理・分析 

 

 

 

 

 

 

まとめ・表

現 

 

 

考えたことを相手

や目的に応じてまと

め適切な方法で発信

している。（２）（行

動観察・ワークシー

ト） 

 

主体的にまちづく

りの活動に関わって

いこうとする態度を

身に付けている。

（３）（発言・ワーク

シート） 

 

５ 本時の目標 

 

 
６ 本時の評価規準 

 判断基準（到達基準） 

Ⅲ 集めた情報を整理・分析し，両城のまちに対する自分の考えを他者が納得するようにまとめている。 

Ⅱ 集めた情報を整理・分析し，両城のまちに対する自分の考えをまとめている。 

Ⅰ 自分の考えがもてない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 両城のまちについて集めた情報を整理・分析し，自分の考えをまとめることができる。 



７ 本時の展開 

過程 学習活動 
〇指導上の留意点 

☆自己肯定感を高めるための手立て 

評価規準 

（評価方法） 

つ
か
む 

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 到達基準を確認する。 

〇前時までの学習活動をふり返り，本時は，

集めた情報をもとに，両城のまちはどんな

まちだと自分は思っているのかについて

明らかにする学習であることを確認する。 

 

 

 

 

 

〇関連付ける思考スキルを使って，考えをま

とめることを知らせ，到達基準を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 

え 

る 

３ 自分の集めた情報からキー

ワードを抜き出し，コンセプト

マップにまとめる。 

 

 

 

 

４ コンセプトマップをもとに，

友達と意見交流をする。 

  

 

 

〇キーワードを紙に置いていき，言葉と言葉

をつなげさせる。つないだ線に意味をつけ

ることで関連づけをさせる。 

〇抜き出す言葉を悩んでいたり，どのように

言葉と言葉をつないだらいいか迷ってい

たりする児童に助言をする。 

〇図全体を見てまとめの文を書かせる。 

〇２人組で意見交流をさせ，分からない点に 

ついても質問をさせるようにする。 

 

☆積極的に話し合いができている時は，肯定

的評価を行う。 

集めた情報を整理・

分析し，両城の町に

対する自分の考え

を他者が納得する

ようにまとめてい

る。 

（２）（行動観察・

ワークシート） 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

５ 全体で意見を出し合い，両城

のまちがどんなまちだと考え

ているのか，まとめる。 

６ ふり返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇両城のまちのよさを多面的・多角的に見つ

め，もっと調べてみたいという意欲がもて

るようにする。 

〇到達基準に照らして，ふり返りをさせる。 

 

 

 

 

めあて  両城のまちについて集めた情報を整理して，自分の

考えをまとめよう。 

まとめ （例） 歴史，自然，人の視点で，すてきなまちだという考えが出て

きた。もっと調べて，両城のまちのいいところを見つけたい。 

ふり返り （例） 集めた情報を，関連付けることで，頭の中が整理でき，考え

をまとめることができた。事実にもとづいた考えは，伝える相

手を納得させるから大切だ。 



 

８ 成果と課題 

成果 

○ 地域の人たちとの交流や資料の分析などを通して，自分たちの住んでいる地域のよさに気付き，

自分の考えをまとめ，パンフレットで発信することができた。（知識・情報） 

○ 課題解決に向けた情報の収集，整理・分析，まとめ・表現の探究的な学習を繰り返すことで，考

えたことや決めたことを，自分の意思が伝わるように表現する力が向上した。（思考力・判断力・

表現力） 

課題 

○ パンフレットの活用の仕方やまちづくりへの関わり方など，児童が新たな課題を設定し，探究的

な学習を主体的に進めていけるよう，学習展開を工夫する必要がある。 

○ 児童は探究の過程に沿って課題の解決をすることができたが，教師主導の学習展開になりがちで

あった。今後は，他の課題について児童自身が探究の過程を活用し，見通しをもって課題の解決に

迫れるようにしたい。 

（児童が作成したパンフレット） 
見

る 

・まとまりをみつける。 

・まとまりを囲む。 

見

る 

・まとまりをみつける。 

・まとまりを囲む。 


